
２年２組 国語科学習指導案
日 時：平成２４年 ６月２７日（水）５校時

場 所： 2 年 2 組教室

１ 単元名 お話を読んでかんそうを書こう

２ 教材名 スイミー

３ 指導の立場

(１)教材観

本単元は、物語を読んで感想を書く活動を通して、児童に読む能力を身に付けさせ

ることを目的にしている。

それは、「場面の様子について、登場人物の行動を中心に感想を広げながら読むこ

と」と「文章の中の大事な言葉や文章を書き抜くこと」の指導を通して行う。

感想を書くに当たっては、「書いたものを読み合い、よいところを見付けて感想を

伝え合うこと」を大切にし、本文中の表現から「様子を表す言葉を使って文を書くこ

と」も学んでいく。

本教材は、主人公に名前がある初めての作品である。児童は主人公になったような

気持ちで物語を読み進めていくであろう。また、本作品は主人公スイミーの行動によ

って場面が展開していく。それは、これもまた物語で初めて登場した常体表現による

短く切れの良い文章でドラマチックに展開されていく。それは、体言止め、比較表現、

倒置法、比喩表現を効果的に使って表現されており、谷川俊太郎さんの名訳は美しい

挿絵と共に児童に主人公の目を通して見える場面の様子を豊かに想像させてくれるこ

とと思う。

最後に、本作品は短いお話でありながら、そのテーマは深く、主人公が悲劇を乗り

越え、悲劇から学んでさらに豊かに生きていく姿や小さな弱い存在であっても、知恵

を振り絞り、仲間と協力して、巨大な敵を追い払う姿は、子どもたちに読むおもしろ

さを与えてくれると共に、人が生きていく上で大切なことを考えさせてくれると思う。

本単元の学習過程は、まず、場面ごとに主人公の行動や会話をとらえ、その心情を

想像させる。次にそれに対して主人公に言ってあげたいことを書き、その都度ためて

いく。最後に書きためた感想をもとに自分の一番心に残ったことを自分の言葉で感想

文に書く。そこが本時である。その後、友達と感想を交換して読み合い互いの感想の

よさをみつけ合うことで、様々な感想の観点を知り読書のおもしろさを味わわせるよ

うにしたい。こうした学習を通して、物語の場面を想像する読みの力を高めると共に、

本を読む楽しさを味わわせ、読書への意欲を高めていきたい。

さらに、教室にレオ＝レオニコーナーと共におすすめの本コーナーを設けスイミー

の関連図書も並べ、授業と同時に並行読書ができるようにし、豊かな読書体験を積ま

せたい。

(２)児童の実態

『場面の様子を想像を広げながら読むこと』については、 2 年上の「ふきのとう」
では、登場人物の言動から、登場人物の気持ちや場面の様子を想像し、音読表現をし

た。しかし、全員が作品をおもしろいとか好きだと思っていたが、人物の気持ちを漠

然ととらえる子が多く、言動にサイドラインを引いて明確にし、動作化や登場人物の

行動と会話を丁寧に関連づけて音読につなげた。

本単元でも、登場人物の行動や会話をサイドラインを引いて明確にし、板書で大事



な言葉や文を端的にまとめ、書き写せるようにする。また、そこから分かる主人公の

気持ちや場面の様子を話し合いで十分に想像させたい。その上で、主人公に言ってあ

げたいこと(一口感想)を書かせる。その際教科書に載せてある感想を言う言葉の例を

参考にして語彙を広げるようにする。また、個別につき、支援する。最後に自分の言

いたい感想の言葉と本文から書き抜いた大事な言葉や文を「たんぽぽのちえ」で学ん

だわけを説明する言い方「～からです。」でまとめるようにし根拠を明確にした感想

文の書き方を学ばせたい。

(３)指導観…研究テーマに関わって

①言語活動の充実を図った単元指導計画の在り方

○つけたい力を明確にした「習得・活用のサイクル」を生み出す単元構成

・第一次で児童と共に単元を見通し、「感想文」を書くという目的を明確にも

たせる。

・場面ごとに、主人公の行動や会話から読み取ったことをもとに主人公に言っ

てあげたいことを書きためていくことで、主人公の行動や会話という根拠を

もとに主人公の気持ちを想像し感想をもつという感想の書き方を学べるよう

にする。

・本時は学んできた感想の書き方を生かし、また書きためた感想をもとに、物

語で自分が一番心に残った場面の感想を根拠を明確にして書けるようにす

る。

②学び合いを通して、読みや表現を深める授業のあり方

○願いや見通しをもつ場、交流して学び合う場、学習を振り返る場の設定及び工

夫

・単元の始めにみんなで学習の目的と計画を立て、掲示に位置づけ、毎時間学

習の位置と学習課題を授業の始めに全員で確認して授業に取り組むようにす

る。

・主人公の行動や会話など感想の根拠となる所を明確にするために、主人公の

言動にサイドラインを引き全員で確認をしてから書き抜くようにする。

・主人公の言動のうらにある気持ちや心の変化、考えの素晴らしさ、作品のテ

ーマ、表現の素晴らしさなどは全体で話し合い読みを深める中で想像を広げ

て読めるようにする。

・よかった感想をモデルとして紹介することで、感想の持ち方や書きぶりのよ

さを学び合えるようにする。

・最後に必ず振り返りの場をもち学習の仕方の定着を図ると共に意欲につなげ

る。

③協同的に学び合う学習集団の育成

○ペア、グループなど目的に応じた学習形態の工夫と指導計画への位置づけ

・主人公の行動や会話の所にサイドラインを引いた後や、一口感想を書いた後、

ペアで確かめたり、グループで交流したりすることで、自信を持ったり、推敲

の仕方や感想の書き方を学んだりする。

・各自が感想を書いた後、グループで読み合い良いところを探す場を位置付け、

同じ場面でも違う感想があることや、自分と同じ感想をもつ人がいることを

確認し「読むこと」の動機付けにする。



４，単元指導目標

◎登場人物の行動や場面の様子などについて、想像を広げながら読み、感想を書くこと

ができる。

◎文章の中の大事な言葉や文を書き抜き、それをもとに感想を書くことができる。

読(１)ウ・エ・オ

・書いたものを読み合い、よいところを見つけて感想を伝え合うことができる。

書（１）オ

・様子を表す言葉を使って文を書くことができる。

伝国(１)イ(カ)

５ 単元指導計画（全１０時間）

次 時 ね ら い 学 習 活 動 指導援助・評価規準

１ １ 読んで感想を書く ①単元名とリード文から、 ・単元の導入段階から教室後ろ

という学習活動を知 学習の見通しをもつ。 にレオ＝レオニコーナーを設

り、学習の見通しを 学習することを知り、は 置し、平行読書を促す。

もつことができる。 じめのかんそうを書こう。 ・話のすじが分かるように場面

始めの感想を書き、 ②教師の説明を聞き感想文 ごとの挿絵を黒板に掲示する。

交流することができ を書くこと学習計画を理 ・場面と理由が言えるように話

る。 解する。 型を掲示する。

③「スイミー」の音読を聞 【関】

いて始めの感想を書き、 ・学習することを理解している。

交流する。 ・自分の感想を友達に伝えよう

としている。

２ ２ 物語の設定を読み ①５６ページの手引きを読 ・話の構成が、「はじめ」「中」

取り、主人公を紹介 み、学習のめあてを確認 「おわり」であることを確認す

することができる。 する。 る。

スイミーをしょうかいし

よう。

②本文のスイミーのことに ・拡大した挿絵を掲示し、場面

ついて書いてある部分に の様子をつかませる。以後場

線を引く。 面毎に掲示する。

③スイミーの紹介に必要な ・ノートに端的にまとめられる

ことを整理する。 ように、ポイントになる言葉

④スイミーは兄弟達とどん や文を短く板書に書く。

な楽しいことをして暮ら

していたかを想像して話 【読】

し合う。 ・物語の設定を読み取り、主人

⑤ペアでスイミーの紹介を 公を紹介している。

し合う。

３ マグロの登場で独 ①学習のめあてを確認する。 ・５場面までは、課題が同じな

りぼっちになったス スイミーがしたこと、言 ので、課題を紙に書いて毎時

イミーの行動を読み ったことを書き出して、 間黒板に掲示する。

取り、気持ちを想像 スイミーに言ってあげた ・挿絵とマグロを黒板に掲示し

することができる。 いことを書こう。 て、マグロの大きさ、こわさ

② 48 ページを読み、「ある やスイミーの様子や行動をつ



日」どんなことがおこっ かめるようにする。

たのか確かめる。 ・倒置法から緊迫した様子を感

③ 49ページを読み、スイミ じさせる。

ーがしたことに線を引く。

※以降ｽｲﾐｰがしたことや言ったことを探す時

は毎回ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝを引く｡

④「こわかった」「さびし ・紹介の場面での楽しく暮らし

かった」「かなしかった」 ていた気持ちと比べさせる。

わけを考えさせる。

⑤スイミーがしたこととス ・わけを表す書き方…「たんぽ

イミーに言ってあげたい ぽのちえ」で学んだ話型を意

ことをノートに書く。 識させ書くようにする。

⑥言ってあげたいことをペ 【読】

アで交流後、全体交流す ・場面の様子やスイミーの行動

る。 を読み取り、スイミーの気持

（以降交流の仕方は同じ。） ちを想像している。

⑥場面を思い浮かべて音読

する。

４ スイミーの行動を ①学習のめあてを確認する。 ・「すばらしいもの」「おもしろ

読み取り、すばらし ②スイミーがしたことを読 うもの」の内容を捉えさせる。

い海の世界で元気を み取る。 ・比喩表現・体言止め・倒置法

取り戻す気持ちを想 ③スイミーが見た物を読み の表現のよさを味わわせる。

像することができる。 取る。 ・挿絵だけでなく、絵本や図鑑

④スイミーがしたことと言 の写真等を用意し、イメージ

ってあげたいことをノー が広がるようにする。

トに書き交流する。 【読】

⑤場面を思い浮かべて音読 ・場面の様子やスイミーの行動

する。 を読み取り、スイミーの気持

ちを想像している。

５ スイミーの行動・ ①学習のめあてを確認する。 ・Ｐ 52・l 7～Ｐ 54ｌ 7を音読
会話を読み取り、新 ②スイミーがしたことや言 しスイミーの気持ちを考える。

しい魚の兄弟達を見 ったことを確かめる。 ・行動や会話が多いので、順に

付け、知恵を絞るス ③「スイミー」の考えのよ 主語と述語だけで端的に黒板

イミーの気持ちを想 さを話し合う。 にまとめる。

像することができる。 ④「スイミー」の教えたこ ・「言った」「考えた」「さけん

との意味を考える。 だ」「教えた」を押さえる。

⑤スイミーが言ったことや ・考えのよさを理由をつけて話

したことの中で一番心に すようにする。

残った部分を短くノート 【読】

にまとめ、言ってあげた ・スイミーの行動や会話を読み

いことを書いて交流する。 取り、スイミーの気持ちを想

像している。

６ スイミーの行動・ ①学習のめあてを確認する。

会話を読み取り、仲 ②スイミーがしたこと言っ

間と協力して大きな たことを読み取る。

魚を追い出したスイ ③大きな魚みたいに泳げる ・小さな赤い魚を一人一人がペ

ミーの気持ちを想像 ようになるまでみんなで ープサートを作りやってみる。



することができる。 何をしたか想像する。

④どうしてスイミーが目に ・「ぼくが、目になろう。」と言

なったのか考える。 う前は、何をしていたか、目

⑤大きな魚を追い出したと は何色か考えさせる。

きのスイミーや魚達の気 ・一場面の楽しい平和な世界と

持ちを想像する。 の違いを考えさせる。

⑥スイミーが言ったことや

したことをワークシート 【読】

に書き、言ってあげたい ・スイミーの行動や会話を読み

ことを書き交流する。 取り、スイミーの気持ちを想

像している。

７ 自分が一番心に残 ①自分がスイミーに一番言 ・挿絵を話の展開の順に黒板に

本 った場面を、主人公 ってあげたい場面を確認 貼っておく。

時 の言動をもとに想像 する。

を広げ、文末表現や ②学習のめあてを確認する。

根拠をはっきりさせ スイミーに一ばん言って

て感想文を書くこと あげたいばめんのかんそ

ができる。 う文を書こう。 ＜感想文の書き方＞

③感想文の書き方を確かめ ・①感想の言葉を決める。

る。 ②場面の大事な所を視写する。

④一番心に残った場面の感 ③①と②を繋げて想像をふく

想文を書く。 らませて感想文を書く。

⑤グループ交流をする。 【書】

（同じ場面のグループ） ・言いたい感想の言葉を決め、

⑥代表の感想を聞く。 場面の大事な言葉や文をもと

にして感想を書いている。

８ 友達の感想を読み、 ①学習のめあてを確認する。

よいところを見つけ 書いたかんそうを読み合お

ることができる。 う。

②グループ（学習グループ） ・感想の観点

ごとに書いた感想を互い 良いところを見つける。

に読み合う。 自分とくらべてみる。

③友達の感想文を読んで上 スイミーのどの行動や会話ま

手に書けていると思うこ たは、場面の様子かわかるか。

とをカードに書く。 思ったわけがわかるか。

④違うｸﾞﾙｰﾌﾟの友達と交流

して良いこと見つけのカ

ードを書く。 【書】

⑤全員の感想文を掲示し読 ・友達の感想のよいところを見

み合う。 つけている。

３ ９ 「～のような」「み ①学習のめあてを確認する。

たいな」等のたとえ たとえの言い方をつかって

を使って、文を書く 文づくりをしよう。

ことができる。 ②「スイミー」の本文の中 ・例文を用意して黒板に掲示す

から、比喩表現を使用し る。

ている部分を探す。

③ワークシートで表現を視 ・大事な表現の部分を虫食いに



写して使い方を理解する。 して書き込めるワークシート

を用意する。

④「～のような」「～みた ・悩んでいる児童には、～のよ

いな」を使って文をどん うなの～の部分に言葉を入れ

どん作ってノートに書く。 続きを考えさせるようにする。

⑤できた作品の交流会をす 【書】

る。 ・たとえの表現を使って文を書

いている。

４ 10 レオ＝レオニの好 ①学習のめあてを確認する。 ・単元の最初から教室にレオ＝

きな本を紹介し合い レオ＝レオニのすきな本を レオニコーナーを作っておき、

読書を楽しむことが しょうかいしあい、読みた 自由にどんどん読ませておく。

できる。 い本をどんどん読もう。 （図書館祭りと連動させ、教

室の本も読書数に入れてよ

②自分が最初その本を読も いことにしてもらう。）

うと思ったわけを説明し、

主人公の行動から、クイ

ズを出して読書を勧める。

③読みたい本をどんどん読

む。

④クイズの答え合わせや面 【関】

白かった本の感想を交流 ・友達の話を聞いて興味を持っ

する。 て本を読むことができる。

６ 本時のねらい

自分が一番心に残った場面を、主人公の言動をもとに想像を広げ、文末表現や根拠

をはっきりさせて感想文を書くことができる。

７ 本時の展開

学 習 活 動 指導・援助・評価 ◎評価規準

１ スイミーに一ばん言ってあげたい場面を確認 ・時前に今まで各場面で書き

つ する。 ためたスイミーに言ってあ

か ２ 本時の課題を確かめる。 げたいことの中から一番言

む スイミーに一ばん言ってあげたいばめんのか ってあげたいカードを決め

んそう文を書こう。 ておく。

３ 感想文の書き方を確かめる。 ・全場面の挿絵を掲示する。

（１）文末表現を決める。 ・事前に、「力太郎」等大き

「感想の言葉」を決める。 くて怖いものをやっつけた

（２）心に残った場面の大事な言葉や文を書 り、仲間と協力して何かを

き抜く。 成し遂げたりする話を読み

（３）訳を言う言い方で（１）と（２）を繋 聞かせたり、学級文庫に入

げて自分の思ったこと(スイミーに一番 れたりする。

言ってあげたいこと）を書く。 ・クラスで協力してできた宝

※できる児童は、自分の読書体験や自分 やスイミーと関われる生活

の生活体験と比べて書く。 体験等感想文に生かせるも



４ 一番心に残った場面の感想文を書く。 のを意識させるなど環境を

整えておく。

５ 書いた感想文を読み直す。 ・個別に支援の必要な児童に

つく。

６ グループで読み合い、文の間違いを教えたり、 ・読み直す視点

書き方の良い所を伝えたりしながら、同じ場 ①字のまちがいはないか｡

面でも、色々な感想があることに気付く。 ②｢､｣や｢｡｣は正しくつかっているか｡

（Ａさん） ③かいわ文に｢｣がついているか｡

ぼくは、どきどきしました。わけは、お ④かんそうのことばをつかっているか｡

そろしいまぐろが、おなかをすかせて、す ⑤だいじな文やことばをつかっているか

ごいはやさでミサイルみたいにつっこんで ⑥わけをあらわす書き方をしているか｡

深 きて一口で、小さな赤い魚たちを、いっぴ ・書きたい所が同じ場面の児

め きのこらずのみこんだからです。スイミー 童同士で３人グループにし

る はすごくこわかっただろうなと思いました。 ておく。

（Ｂさん）

感想の言葉と２場面の大事な文が書いてあ

るし、わけを表す言い方をしているのでい

いなと思いました。

7 代表児童の感想文を聞く。 ・机間指導で教師が選ぶ。

（Ｃさん）

わたしは、すっきりしました。それは、

みんなでおよぎ、大きな魚をおい出したか 【書】

らです。小さな魚がきょうりょくして大き ・言いたい感想の言葉を決め、

な魚をおいだしたのですごいです。「ごろ 根拠になる場面の大事な言

ま りんごろんころろろろ」という本もみんな 葉や文をもとにして感想を

と でたすけあって大きなテーブルをはこんで 書いている。

め いました。きょうりょくっていいなと思い

る ました。 （振り返りの観点）

（Ｄさん） ①感想の言葉が書けたか。

読んだ本のことを思い出して書いている ②ばめんの大事な言葉や文が

のでいいなと思いました。 書けたか。

９ 学習の目当てを振り返る。 ③わけをあらわす書き方がで

きたか。

・次は今日書いた感想をみん

なで交流し合うことを確認

する。

10 次時の学習を確かめる。


